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１ 本業務の内容 

（１）業務の目的 

色麻町に来訪する観光客は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響もあり、滞在時

間が短く、来訪者の再訪意識に必要な体験できる施設が不足している現状であります。 

これらのことを踏まえ、従来の観光施設のような「モノ」への集客ではなく、色麻町なら

ではのことができるような「コト」を発掘し、その磨き上げと活用の方向性を検討すること

を目的に、本町の魅力を掘り起こし、交流人口の増加につながる誘客を促進するための過程

で必要となる各種支援につなげていくために実施しました。 

 

 

（２）業務の概要 

令和 4 年度交流人口増加のためのコンテンツ創出戦略策定委託業務で出された「色麻町 30

の魅力」をもとに、「磨くべき 3 つのコンテンツ」に関する住民参加型のワークショップを

開催しました。 

ワークショップの開催方法は、参加者全体による全体会と参加者で希望する方による 3 つ

の部会とし、本町ならではの誘客につながる提案を出していただきました。 

また、ワークショップの開催にあたっては、専門家を派遣し、本町の発展に寄与する出口

を見据えて、観光やマーケティングに関する分析を行い、色麻町ならではのことに関する提

案を行いました。 

 

 

（３）アドバイザーについて 

ワークショップでは、以下の２名の方に出席いただき、ご意見・ご助言をいただきながら

進めました。 

 

 

■宮城大学 事業構想学群 准教授 

佐々木 秀之 氏 

 
■宮城大学 基盤教育群 特任助教 

佐藤 加奈絵 氏 
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ワークショップの開催報告 
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１ 実施概要 

（１）開催趣旨 

令和４年度に実施した『「色麻の魅力発掘！」ワークショップ』において、検討された「地

域資源を掘り起こし、活用の可能性」についてさらに掘り下げ、令和６年度以降の具体的な

事業の展開につなげていくためのワークショップを開催しました。 

 

（２）実施概要 

実施回数：全９回（全体会３回、各部会２回ずつ計６回） 

参加者 ：応募のあった方 １８名  

場所・時間：色麻町農村環境改善センターほか 

 

（３）実施スケジュールとテーマ 

令和４年度ワークショップにてとりまとめられた３つの「磨くべきコンテンツ案」をもと

に、①空間的コンテンツ②施設的コンテンツ③飲食コンテンツの部会を形成し、全体会と各

部回を交互に、計９回開催しました。 

 

回 日時 場所 テーマ 

第１回 

全体会 

令和５年８月１日 

19:00～21:00 

色麻町農村環境改善センター 

多目的ホール 
キックオフ、色麻の魅力の再確認 

第１回 

飲食コンテンツ 

部会 

令和５年８月２４日 

19:00～21:00 
うめもんや 

各部会ごとの今後の展望を検討 

第１回 

空間的コンテンツ 

部会 

令和５年８月３０日 

19:00～21:00 
農業伝習館 研修室 

第１回 

施設的コンテンツ 

部会 

令和５年９月１日 

19:00～21:00 
かっぱのゆ 創作活動室 

第２回 

全体会 

令和５年９月２６日 

19:00～21:00 

色麻町農村環境改善センター 

多目的ホール 
中間報告、掘り下げたい内容を検討 

第２回 

空間的コンテンツ 

部会 

令和５年１０月１３日 

19:00～21:00 
かっぱのゆ 創作活動室 

具体的な事業展開の落とし込み 

第２回 

施設的コンテンツ 

部会 

令和５年１０月１７日 

19:00～21:00 
かっぱのゆ 創作活動室 

第２回 

飲食コンテンツ 

部会 

令和５年１０月１９日 

19:00～21:00 
うめもんや 

第３回 

全体会 

令和５年１１月２０日 

18:30～21:00 

色麻町農村環境改善センター 

多目的ホール 
事業提案のまとめ、最終報告会 
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検討結果のまとめ  

※シートのまとめ結果 ※赤字は検討中に出された意見 

 

 

    

深める！色麻の魅力！ワークショップ 

事業提案シート 
 

 

自衛隊の魅力発掘プロジェクト 

趣旨 自衛隊演習場との連携についての深掘り 

 

⚫ 色麻にあることは知っているけど、 
実は関わりがこれまでなかった 

⚫ 町民でもどんなことがされているか知らない人は多い 

⚫ 自衛隊が好きな人は全国に一定数いて、 
そういった人にとっては魅力のある施設になるのでは？ 

⚫ 全国的に自衛隊と連携した観光振興の事例もある！ 
→これから色麻の個性的な観光資源になる可能性がある！ 

⚫ すでに自衛隊モニター（ヘリの試乗など）や加美農業高等学校での炊き出しなど、 
自衛隊独自での取り組みがある。 

 

⚫ 演習場・敷地内の見学ツアー 

⚫ 自衛隊と訓練体験 

⚫ 自衛隊とサバイバルゲーム（サバゲー）大会 

⚫ 鬼ごっこやかくれんぼなどでも自衛隊の凄さを体感できる 

⚫ 自衛隊と雪合戦大会 

 

⚫ 王城寺原演習場内 

⚫ イベントは演習場外でもできそう？ 

 

⚫ いろんな人が参加できるとよい。個人や家庭単位でも参加できるようになるとよい→
子ども・公民館事業・地域活動との連携も 

⚫ 町外で出店やワークショップの場を探している人もいる 

⚫ 色麻に住む外国人との文化交流も兼ねられそう 

 

⚫ 今まで入れなかった・知らなかった場所に入れる 

⚫ 自衛隊の凄さ、「ホンモノ」を体感することができる 

 

⚫ 将来的には自衛隊の PR、入隊促進につながる 

⚫ 町民にとって、演習場への理解が進み身近なものになる 

⚫ 自衛隊演習場が色麻の観光資源として有名に！ 

 

なぜこの提案？ 

どんなことが 

できそう？ 

どこでやる？ 

誰がやる？ 

何が魅力？ 

どんなことが 

期待できる？ 

プロジェクト名 

空間 
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ワークショップの実施結果を

踏まえた事業実施の提案 
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１ 空間的コンテンツに関する提案 

① 雪の活用 

事業の 

狙い 

⚫ ネガティブなイメージのある冬季に、「雪」を逆手に取る 

⚫ SNS 映えする場所への訴求力が高い 

⚫ 雪がない地域の子どもや外国人観光客への訴求力が高い 

実施内容 
⚫ 色麻町で雪を使ったイベントを実施する（雪合戦、かんじき体験、鍋、アイスジョッ
キ、ライトアップなど） 

実施場所 
⚫ 愛宕山公園 

⚫ そのほか、雪原が広がる広い場所を確保する 

実施主体 

協力組織 

⚫ 愛宕山公園（指定管理者制度の活用を検討） 

⚫ 町（情報発信など） 

⚫ イベントの実行委員会の立ち上げ 

⚫ 常設の場合は民間業者などによる協力 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 愛宕山公園で実施する場合、駐車場の確保が必要 
（雪でも行くことができる場所の整備） 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

  

実施に向けた調査 
イベントに向けた準備 

小規模イベ

ントの開催 
協力組織の確保 

小規模イベ

ントの開催 

イベントの 

拡大化 
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② 「何もない空間」の創出 

事業の 

狙い 

⚫ 「何もない原っぱ」など、色麻の自然環境を活かし、「何もない」ことを逆手にとっ
たコンテンツの造成 

実施内容 

⚫ 原っぱの造成 

⚫ ドローン撮影など許可 

⚫ 上記を活かした動画撮影誘致など 

実施場所 
⚫ 町内各所 

例）小栗山字下山下一番など（薬師堂から船形山方面へ車で約６分） 

実施主体 

協力組織 

⚫ 町（土地取得、整備、情報発信、ドローン活用方針） 

⚫ 商工会（場所の活用、誘致活動など） 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 整備地の選定（費用対効果、利用汎用性、トイレ・駐車場などの施設整備など） 

⚫ 土地所有者との交渉（買い取り、私有地の開放など） 

⚫ 県との調整 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

  

活用可能性調査 整備方針の策定 具体的な整備・活用 イベントなどの実施 

町内におけるドローン

利用方針の策定 
ドローン利用の許可、動画撮影による PR 
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③ 船形山方面の活用 

事業の 

狙い 

⚫ 船形神社への来訪者も年数名いる 

⚫ 船形山（大滝野営場・鈴沼）の魅力（冷たい湧き水、苔）の PR・活用を進め、町全域
を観光地化する 

実施内容 

⚫ 船形山（キャンプ場・鈴沼）の魅力の PR・活用 

⚫ アクセス性の向上 

⚫ オフロード利用者への PR 

実施場所 ⚫ 船形山方面（薬師堂以西） 

実施主体 

協力組織 

⚫ 大滝野営場（指定管理者制度の活用を検討） 

⚫ 町（情報発信など） 

⚫ 国（道路整備など） 

⚫ 仙台市、大和町などの近隣市町村（泉ヶ岳方面からの誘客） 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 船形神社は殿へのアクセスや、石碑の説明などの情報発信の強化が必要である 

⚫ 道路整備については、長期間の時間を要するため、一度に多くの来訪者を受け入れる
体制整備は現実的に難しい。情報発信を強化していきながら、キャンパー、社寺仏閣
来訪者、バイカーなど、来訪の可能性のある特定の層に対して PR していく 

⚫ 神社のほか、眺望や滝、道路を横切る流水など、魅力的なポイントがあるため、資源
を改めて整理しながら PR を進めていく 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 
  

資源の再整理 情報発信 

道路整備に向けた、国との調整 
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④ オフロードを活用したツーリズム 

事業の 

狙い 
⚫ 現状の資源を活用した船形山方面への誘客 

実施内容 ⚫ オフロード利用者への PR・情報発信 

実施場所 ⚫ 船形山方面（薬師堂以西）～泉ヶ岳方面の林道 

実施主体 

協力組織 

⚫ オフロードのツーリングコミュニティ 

⚫ 町（情報発信など） 

⚫ 国（道路整備など） 

⚫ 仙台市、大和町などの近隣市町村（泉ヶ岳方面からの誘客） 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 道路環境が十分に整備されていない現状で、オフロードのツーリングを目的とした
バイカーには一定の需要があるため、来訪促進するととともに、町内の各資源（かっ
ぱのゆ、直売所、飲食店など）への誘客を強化する 

⚫ オフロードのツーリングは５名程度の少人数で活動する場合が多いため、特定のコ
ミュニティよりも、各 SNS での発信により、情報を周知していくことが有効的である 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 
  

町内資源との連動した SNSによる情報発信 

インフルエンサーの協力による情報発信など 
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⑤ キャンプ場の整備 

事業の 

狙い 

⚫ 東西の標高差を活用して、キャンパーのレベルに合ったキャンプ場を複数整備 
（東部が初心者向けで、西に向かうほど熟練者向けになる（大滝野営場）） 

⚫ ワークショップ提案事業である「野生のピザ窯プロジェクト」と連動した取り組みを
進める 

実施内容 ⚫ 町中央部及び東部にキャンプ場の誘致 

実施場所 ⚫ 愛宕山公園、花川河川公園など 

実施主体 

協力組織 

⚫ 愛宕山公園（指定管理者制度の活用を検討） 

⚫ 県（花川河川公園の場合） 

⚫ 町（整備、情報発信など） 

⚫ キャンプ場経営企業など 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 新たに整備する場合、土地利用などの確認、変更が必要になる 

⚫ 愛宕山公園については、火気が取り扱えないため、条例改正やルールづくりが必要に
なる 

⚫ 現在、愛宕山公園は「指定された場所以外のたき火、炊はん、宴会、野営」が禁止さ
れており、一般的に「所有者・管理者の許可が下りない場所」「周囲に燃え移る可能
性がある場所」「周囲に住宅がある場所」などでの火気の扱いが禁止されている 

⚫ 常設、デイキャンプのみの取り扱いなど、利用方法の詳細を確認する 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 

  

キャンプ場整備に向けた調査 

インフルエンサーの協力による情報発信など 

インフルエンサーの協力による情報発信など 
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２ 施設的コンテンツに関する提案 

① 宿泊コンテンツの造成 

事業の 

狙い 

⚫ 宿泊客の増加による滞在時間、消費金額の増加 

⚫ 空き家を活用した宿泊施設の整備 

実施内容 
⚫ ゲストハウス・農泊、民泊の推進 

⚫ 町内の宿泊コンテンツである農業伝習館とかっぱのゆアクセス性の向上 

実施場所 
⚫ 農業伝習館 

⚫ かっぱのゆ近隣の土地及び空き家 

実施主体 

協力組織 

⚫ 愛宕山公園（指定管理者制度の活用を検討） 

⚫ かっぱのゆ（指定管理） 

⚫ 民間事業者の誘致 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ スポーツ合宿の要素が強い農業伝習館での宿泊コンテンツを多方面に展開、PR して
いく 

⚫ 宿泊にあたって夜間コンテンツの造成を検討する 

⚫ 周辺住民の理解を得ながら農泊・民泊の誘致を進める 

⚫ 商業施設や宿泊施設がバス会社に業務を委託せず、送迎バスをサービスの一環とし
て自社運行する場合は、普通自動車免許や大型自動車免許で運行は可能である（送迎
バスなど運転手 - 職業詳細 - Job Tag - 厚生労働省より） 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 

  

農業伝習館での宿泊メニュー造成 

民泊に関する調査・研究 

かっぱのゆとの送迎サービスの実施 

条例・規制整備 運用及び民泊の誘致 

情報発信 
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② かっぱのゆの活用 

事業の 

狙い 
⚫ 町の集客コンテンツであるかっぱのゆを最大限活用し、より多くの誘客を図る 

実施内容 
⚫ 足湯、テントサウナ、水風呂、ペットが入れる温泉などのコンテンツ造成 

⚫ 温泉を活用した蒸し野菜の販売など 

実施場所 ⚫ かっぱのゆ 

実施主体 

協力組織 

⚫ かっぱのゆ（指定管理） 

⚫ 町（情報発信など） 

⚫ サウナ、足湯などの専門業者 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 近年サウナ需要が高く、誘客性の高いコンテンツである 

⚫ 施設面の整備が必要であるため、十分な検討が必要 

⚫ ペンションなどの宿泊施設を除き、ペットが入れる温泉は東北エリアでも少ない（宮
城県内では遠刈田温泉、峩々温泉など）ため、ペット向けの温泉施設は訴求力の高い
コンテンツになりうる 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 

③ 花川周辺の活用 

事業の 

狙い 

⚫ 花川河川公園の活用 
現状、観光資源がかっぱのゆと愛宕山公園となっているため、町の中央部に位置する
花川河川公園を活用し、町全域の誘客を図る 

実施内容 
⚫ 花川河川公園でのイベント実施 

⚫ かっぱ像の活用（町内におけるかっぱマップの作成など） 

実施場所 ⚫ 花川河川公園 

実施主体 

協力組織 

⚫ 町（イベント共催、情報発信など） 

⚫ 県 

⚫ 漁業組合 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 河川敷地の活用については、制限が多く、バーベキュー施設など、常設施設整備によ
る活用が難しい 

⚫ 現在、川魚の放流などを実施しているが、定期的なイベント開催などによる誘客が現
実的であると考えられる 

 

各コンテンツの 

実現可能性の調査 
整備方針の策定 具体的な整備・運用 運用 
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④ 田園風景・居久根の活用 

事業の 

狙い 

⚫ 農業が盛んな色麻ならではの田園風景の活用や、大崎耕土の世界農業遺産登録を機
運に、居久根に関する PR を強化する 

実施内容 

⚫ 田園風景・居久根の眺望ポイントの整備 

⚫ 居久根に関する PR 

⚫ 田んぼアートのほか、SNS 映えするスポットの整理 

実施場所 
⚫ 色麻町内各所 

⚫ 標高の高い愛宕山公園や平沢方面からの眺望も活用する 

実施主体 

協力組織 

⚫ 町（イベント開催、情報発信など） 

⚫ 各農家（居久根、田んぼアートへの協力） 

⚫ 田んぼアートに関する測量会社 

⚫ 近隣市町村（大崎耕土による連携） 

⚫ 商工会（情報発信など） 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ シャクヤクまつりのノウハウを活かし、夏場にも誘客できるイベントを開催する 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 
  

眺望ポイントの整理 

田んぼアートに関

する調査 

SNSを活用した情報発信 

協力企業の確約 

田んぼ造成 

イベント

の実施 

田んぼ

造成 

イベント

の実施 

田んぼ

造成 

イベント

の実施 

居久根に関する副読本作成 町内への理解促進／町外への情報発信 
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⑤ 愛宕山公園の活用 

事業の 

狙い 

⚫ 農業伝習館をはじめ、一年を通じて多くの人に愛宕山公園を活用してもらうため、 
新たな施設整備を含め活用方法を再度検討し、色麻町の観光拠点としての位置づけ
を確立する 

実施内容 

⚫ 屋内のコンテンツの充実 

⚫ 周辺の小高いエリアを含め眺望ポイントして活用 

⚫ 味彩館ふるさとで期間限定のビアガーデンの開催 

実施場所 ⚫ 愛宕山公園 

実施主体 

協力組織 

⚫ 町 

⚫ 愛宕山公園（指定管理者制度の活用を検討） 

⚫ 町外を含む公園でイベントなどを行いたい団体 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ １―⑤「キャンプ場の整備」での提案内容を踏まえて検討する 

⚫ 行政主導によるイベントの開催では、人材の確保や多様性のあるイベントの開催に
限りがあるため、民間企業や一般の団体が主催するイベントなどを定期的に開催す
ることについても検討する 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 

➅ その他の施設コンテンツの提案 

実施内容 
⚫ 道の駅の整備、直売所の充実 

⚫ 自衛隊車両を見ることができる公園 

 
  

定期的なイベントの募集・開催 

整備方針の検討 

インフルエンサーの協力による情報発信など 

条例・要綱改定 整備実施 
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３ 飲食コンテンツに関する提案 

① えごまの活用 

事業の 

狙い 
⚫ 県内有数の生産地である色麻のえごまを全国に広げていく 

実施内容 
⚫ えごまのブランド化 

⚫ 調味料の開発 

実施場所 
⚫ 飲食店 

⚫ そのほか、調味料を開発できる場所を確保する 

実施主体 

協力組織 

⚫ 生産者 

⚫ 加工業者 

⚫ 飲食店 

⚫ 加美農業高等学校 

⚫ 商工会 

⚫ 町 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ ６次産業化によるえごまの開発 

⚫ 一定数の生産が求められるため農家や JA と協力してえごまを確保して開発していく
ことが求められる 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 

 

 

 

 

生産及び加工工程の現

況調査 

事業者間コーディネー

ト、マッチング 

地域の核となるプレイ

ヤーの把握 

パイロット事業（商談

会、マーケティング調

査など）の実施 

パイロット事業などの

評価・検証 

地域ブランド化に向け

た手法検討 

ブランドの PR 

自農商工連携に必要とされる知識、ノウハウ、ネットワークづくりなどに関する人材育成 

調味料の開発・試作 調味料の開発・試作 調味料の開発・試作 
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② かっぱの PRとかっぱ巻きの活用 

事業の 

狙い 

⚫ 「かっぱのまち」というイメージを浸透させるため、色麻の食材を使ったかっぱまき
を開発し、PR していく 

実施内容 

⚫ 歴史的背景の再整理 

⚫ かっぱにちなんだイベントの開催 

⚫ かっぱ巻きの開発 

実施場所 ⚫ 色麻町内各所 

実施主体 

協力組織 

⚫ 町民団体（やってみよう！しかままちづくりの会など） 

⚫ 町 

⚫ 商工会 

⚫ 生産者（きゅうり農家や JA） 

⚫ 加工業者 

⚫ 飲食店 

⚫ かっぱにまつわる歴史がある他市町村 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 色麻の歴史的背景に基づきながら、多方面で活用されている「かっぱ」のイメージを
浸透させていく 

⚫ かっぱ巻きは町内外に浸透させていく必要があるため、地域との連携や公民館事業
などを通じて、町民にも認知を広めていく必要がある 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 
  

「かっぱ」の要素を入れ込んだ既存イベントの実施 

他地域と連携したイベントの開催（町内・出張） 

かっぱ巻きの開発 
かっぱ巻きの PR 

イベント開催 

色麻のかっぱ巻

きの 

定義づくり 
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③ 四季を通じて「農」を体験できる場づくり 

事業の 

狙い 
⚫ 体験農業ができる場をつくることで、「色麻の農産物」に関する認知を広める 

実施内容 ⚫ 体験農業の場作り 

実施場所 ⚫ 町内各農家 

実施主体 

協力組織 

⚫ 農家・JA 

⚫ 商工会 

⚫ 町（情報発信） 

⚫ 教育機関 

進めるに

あたって

必要なこ

と・備考 

⚫ 各農家に対して意欲的な農家の発掘ともデールケースづくりを行う 

⚫ 農業伝習館での宿泊と合わせたコンテンツの開発を図る 

 

事業実施イメージ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度以降  

    

 
 

農家への依頼 

モデルケースの選

定 

農業体験イベントの実施 

宿泊と合わせたコンテツの実施 
モデルケースの実施 


